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課 題 名

1４ 無毒化苗木の変異性検定および育苗改善技術

（１）カンキツ穂木大量生産の_ための適正な摘心方法
分類 ②

i試験研

究年次

１６２～２年（完了）

Ｉ目的

カンキツ穂木を大量に生産するための、最適な摘心条件を明らかにする
０

Ⅱ試験方法

１供試材料

６２年には、堂脇早生、橋本早生、興津早生、大津４号、マーコット３
～４年生、６３年～２年には、橋本早生、大津４号を供した。各品種とも
屋根『掛け‘網室内に植栽

２処理方法

。

（ １ ） 摘 心 効 果 の 品 種 間 差

５品種を供し、摘心の程度を春枝,先端をｌ／２せん除、１／３せん除、無
摘心の３区とし、６２年７月２２～２４日に設定した

．（２）摘心時期と程度

時期は、６３年は６月２４日 、

◎

７月５，１３日、１年は７月３，１８日

2年は６月２５日、７月３，１６日とした。程度は、

、 ８月１日

（１）と同様に行った
、
。

調査対象の春枝は、設定時の長さが２０ｃｍ以上のものとした。６２，６３年は
１樹単位、１，２年は１枝単位で処理区を設定した ｡．

施肥は、１０ａ当たり成分量で窒素３０ｋｇ、燐酸２４ｋｇ、加里２５．５ｋｇを６月と３
，月に分施した。穂木は充実良好なもので基部の口径が４～８ｍｍのものを対象
とした。．

Ⅲ主要成果の概要

カンキツ穂木の生産量を高めるためには、樹勢の弱い品種では無摘心、
樹勢の強い品種では６月下旬～７月上旬に、春枝先端から１／３程度の摘心を
実施 す る と 良 い 。

１ 摘 心 効 果 の 品 種 間 差 は 、品種自体の樹勢の強弱により異なる。‘堂脇
早生 、 ‘橋本早生， 、

８

興津早生’は摘心により夏枝の発生は多くな
るが弱小枝が多く、穂木の生産量は低い。
り

Iま摘心により穂木の生産量が多くなる ｡

大津４号
１０

、 マーコット

２樹勢の弱い‘橋本早生’は摘心の時期が遅れると、また摘心程度が強
いと穂木生産量は減少する。樹勢の強い、‘大津４号’は、６月下旬～７
月上旬に摘心を実施すると穂木生産量は多くなるが、７月下旬以降にな

ると摘心の効果はなくなる。‐摘心の程度は１/3せん除で穂木生産が多く
なる ｡

－１



－２２１－

Ⅳ 主 要成果の具体的データ！

第１表春枝摘心による穂木の生産…（６２年）
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第１図春枝当たり夏枝､穂木発生数『（２年）
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１カンキツ苗木生産において、穂木の大量生産技術として利用できる 。

２摘心の効#果は、品種｣の樹勢により異なるので樹訓勢の強訓弱を把握してお

く必要がある。

Ⅵ今後の〆研一究》上の問題点

枝内成分と新梢発生との関連。

Ⅶ資料名

１６３

２ ﾌＥ ，

元年度福;岡県農業総合試験場果樹苗:木分場試:験成績書
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